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（ 続紙 １ ）                             





























































（続紙 ２ ）                            
（論文審査の結果の要旨） 
 
 従来のインド行者研究は男性行者を扱うものが中心であり、女性行者を扱う場合も僧院
組織に属するものたちをとりあげるものが多かった。その結果、世俗的関係の否定におい
てこそ修行生活は可能になるという考えを前提とし、禁欲主義にもとづいて女性を周縁化
する男性中心的な視点からの行者社会の理解が主流であった。それに対して本論文は、宗
派組織や修行道場から離れ、自分の庵を持って、男性パートナーや女性行者仲間や血縁者
などとともに生きる女性家住行者に着目する。そこでは、地域社会に暮らす女性家住行者
たちの視点から、これまでの単純な出家主義や男性中心主義を相対化するような修行生活
のありかたが描かれている。 
 本論文は、2009年3月〜4月、2009年10月〜2010年3月、2011年2月〜3月に行った予備調
査および語学研修を経て、2011年8月〜2013年3月にかけて行われた約2年半の本調査にも
とづいている。調査の過程では申請者自らがグルのもとに入門し、ハリドワール郊外にて
家住行者としての修行生活を送っている。本論文は、このような申請者の経験と観察にも
とづいた、女性家住行者社会についての親密で奥深い理解に支えられている。 
 本論文の学術的な意義は、以下の3点である。 
 第一に、これまで十分に注目されてこなかった女性家住行者の存在について指摘し、そ
の社会の成り立ちと暮らしおよび修行生活について、長期の参与観察にもとづく綿密で詳
細なデータを提供したことである。女性家住行者について包括的かつ詳細にとりあげた研
究は国際的にも唯一であり、高く評価される。 
 第二に、女性家住行者社会についての深い理解と緻密な観察に基づき、民族誌的に厚い
記述をなすことに成功していることである。本論文によって、現代インドに生きる女性家
住行者たちの暮らしとその意味世界の豊かさが、学術的にはじめて明らかにされた。これ
は申請者自らが女性家住行者として共に長期間暮らすなかではじめて可能になったもので
ある。特に、出家と世俗、放棄と慈愛、たちきることとつながることなどの矛盾と重なり
合いのなかでときには悩みつつ、しかし自らの生のかたちを生き抜こうとする女性家住行
者の立ち位置と姿勢を活写したことの貢献は大きい。 
 第三に、インド行者研究において、女性家住行者の視点から、従来の男性中心主義的な
禁欲主義や出家主義を相対化する枠組みを打ち出したことである。女性行者たちは、さま
ざまな社会関係や制度に依存しなければ生きていけない自らの立場を認識し、束縛からの
自由を欲しつつ、地域社会で自らが生きられる場を確保しようとする。そして他者との関
係を放棄するのではなく、むしろ親密な他者に対する自らの行いを慈愛や奉仕として追求
することで、社会関係を、執着やしがらみの原因ではなく、あるべき自己を構築していく
ための資源へと転換しようとするのである。これは、現代インドにおける宗教や修行生活
について新たな視角を提供するものであり、女性家住行者の修行生活を理解するにあたっ
  
て有用であるだけでなく、僧院や家庭にあって宗教的探求をなす人びとについてより多元
的に深く理解するためにも有効な視座であるといえよう。 
 以上のように本論文は、出家と世俗のあいだを生きる女性家住行者の修行生活を、その
微細なひだにまでわたって緻密に描き出すことによって、現代インドの宗教と社会につい
ての新たな理解を示したきわめて優れた研究である。それは南アジア地域研究および宗教
研究に寄与するところが大きい。 
 よって、本論文は博士（地域研究）の学位論文として価値あるものと認める。また、平
成28年6月20日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、合格と認め
た。  
 なお、本論文は、京都大学学位規程第14条第2項に該当するものと判断し、公表に際し
ては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
 
